
ふくしまの地域医療を学ぶサマーセミナー 2012（案）

日 時 平成 24 年 7 月 22 日（日） 午後 1 時 30 分から午後 7 時まで
会 場 福島ビューホテル（福島駅西口より徒歩 1 分）
対象者 地域医療に関心のある医学生（※参集範囲を拡げるため、自治医科大学生や

修学資金被貸与者と明記していません。）

参加料 懇親会費として 2,000円（※自治医科大学生及び福島県立医科大学生の参加
者については負担方法を検討中）

スケジュール

13:30 ～ 13:35 あいさつ 紺野愼一 福島県地域医療対策監（福島県立医科大学

整形外科学講座主任教授）

13:35 ～ 15:00 第 1 部 地域での勤務とキャリアについて学ぶ

（13:35 ～ 14:00） 講演 1：福島県の地域医療の現状について
大谷晃司 福島県立医科大学医療人育成・支援センタ

ー副部門長

講演 2：地域医療を担う医療機関での勤務について
（14:00 ～ 14:15） ① 福島県立南会津病院 渡部晶之医員

（14:15 ～ 14:30） ② 只見町国民健康保険朝日診療所 星野弘尊医長

講演 3：地域医療とキャリアパスについて
（14:30 ～ 14:45） ① 福島県立宮下病院 紺野武彦科長

（14:45 ～ 15:00） ② 福島県立医科大学整形外科学講座 箱﨑道之助教

15:10 ～ 17:10 第 2 部 福島県の地域医療について考える

ワークショップ：「福島県の地域医療を担うドクターとは」

（15:10 ～ 16:40） ① グループワーク

（16:40 ～ 17:10） ② 発表及び質疑応答

ファシリテーターについては、大谷先生、加藤先生ほか、富樫先

生、箱﨑先生、紺野武彦先生、星野先生、渡部先生にお願いした

いと思いますが、計６名で十分でしょうか。例えば、県立病院の

修学資金被貸与者である現在竹田綜合病院で勤務中の川名先生（地

域・家庭医療学講座後期研修医）を加えるのはどうでしょうか？

ワークショップについては、大谷先生はじめとする先生方からの

ご指摘を生かし

① 【最重要】仲良くなってもらう。

② 個々人が理想とする医師像と地域医療がどう結びつくか、あ

るいは、地域医療とはなにか？というような点で皆の意見を出

し合ってもらう。

③ “地域医療”が自分にとってはどういうものか？ということ

を頭の片隅においてもらえるようにする。

④ 各グループの進行や内容は参加者主体で、そのときの流れで

ファシリテーターがうまくまとまる方向に手助けする。

という方向性で進めたいと思います。



17:10 ～ 17:50 第 3 部 基調講演

（17:10 ～ 17:40） 演題「これからの地域医療－自治医科大学が果たしてきた役割」

演 者 高久文麿 前自治医科大学学長・東京大学名誉教授

（会津医療センター準備室長）

（17:40 ～ 17:50） 質疑応答

18:00 ～ 19:00 第 4 部 懇親会

※ セミナー参加者と懇親を深めたり、先輩医師から貴重な体

験談等を伺ったりすることができる機会を設けましたので、

是非ご参加下さい。

福島県立医科大学附属病院で臨床研修中の自治医科大学卒業医師

（増子遼介医師・佐藤悠医師）や修学資金被貸与者（秋田発医師

（へき地））に参加を呼びかけることとします。

※ 福島県立医科大学附属病院以外で研修中の自治卒業生及び修

学資金被貸与者の研修状況は、会津総合病院（自治１名）、大

原（県病１名）、磐城共立（県病３名。うち１名はたすき掛け

での研修）、星（へき地１、緊急医師１）、白河厚生（県病１）

となっています。

申込方法 電子メール又は電話。

電子メールで申込む場合は、①氏名（ふりがな）、②住所、③性別、④年齢、

⑤学年、⑥電話番号、⑦電子メールアドレスを明記のうえ、下記宛先までお送り

願います。

※ 提出いただいた個人情報は、本来の目的（福島県及び福島県臨床研修病院ネット

ワークが行っている医学生を対象とした支援策及び臨床研修に関する情報の提供、

地域医療体験研修の案内）以外には使用しません。

申込宛先 事務局：福島県地域医療支援センター（福島県立医科大学 9 号館 2 階）
電子メール rmsc@pref.fukushima.lg.jp 電話 024-547-1711

申込締切 平成 24 年 7 月 13 日（金）

主催 福島県 公立大学法人福島県立医科大学

後援 福島県立医科大学光が丘協議会 福島県立医科大学医学部後援会

協力 自治医科大学福島県人会


